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First, this article repositions entrepreneurs as the economic actors driving the creation of new economic 
geographies underlying the existing social structure by way of an examination of the "relational turn" which has 
been proposed in recent research on entrepreneurship, and reveals a new theoretical perspective for analysis. Next, 
it conducts an analytical description of the example of the Senkindo, which has created a new economic geography 
within the general housing industry, and presents a new variation of entrepreneurial activity. Finally, it examines 
the theoretical and practical significance brought by relational turn-based analytic description. 
Senkindo did more than create a system to incorporate contractors, materials manufacturers, and customers. By 
building on the existing structure of the housing industry, establishing a liaison to conduct price negotiation with 
customers, and dividing construction tasks between local construction contractors, Senkindo transformed itself 
from a construction contractor to a home builder and general contractor, and by specializing in specialized 
architecture, it maintains relationships with customers from which it can continue to receive direct orders over a 
long period of time, such as temples, so it could be considered to be in a position to be able to circumvent the 
economic geography dominated by home builder companies. 
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た資産形成、保険や節税を総合した金融商品へと転換した。大手−中堅建築会社を中心と
した 2000 年代のマンション建築バブルに対して、戸建て住宅の市場は、1996 年度の 81 万
9020 戸を直近のピークに、2013 年度は、消費増税前の駆け込み需要で、2012 年度比 10.3％







上げる文献も散見されるようになってきた（e.g., 曽根・吉村, 2002; 山口, 2006; 澤田, 2009; 
宮川, 2010）。 
 例えば山口（2006）は、群馬県内の中小建築会社の減少と経営課題について、県が行っ
たアンケート調査のデータ（調査日 2005 年 4 月 1 日、対象 2037 社、回答 1273 社、回収率
























                                                        
1 日経産業新聞, 2014 年 7 月 31 日記事。 
＜査読付き投稿論文＞ 
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は、大手建築会社を頂点とする元請け−下請け構造に対して、技術力を基盤とした戦略転
換の試みであると言える。2000 年代に入り、このような技術力を基盤として、元請け−下
請けの構造から脱却を果たした企業の事例分析が蓄積されつつある（e.g., 中津, 2008; 澤田, 
2009; 曽根, 2010; 曽根・高橋, 2012; 坂田, 2013）。 
 ここで問題となるのは、中小建築会社や工務店が、技術力を基盤に高級住宅への戦略転
換が可能なのかという点である。改めて中津（2008）や澤田（2009）の議論を遡行すれば、











































































































































 2008 年に創業した千金堂は、1000 万円のワンプライス料金で、一般住宅の設計・施工を
請け負う新興ハウスメーカーである。東日本を中心にフランチャイズを展開しており、2012












                                                        
3 本社所在地は東京都渋谷区上原 3-6-6 （http://1000kindo.com/）である。本論文作成にあたっての調査は、




















































（株式会社千金堂代表取締役社長坂田克巳氏, 2012 年 9 月 5 日, 千金堂本社） 
7 ハウスメーカーの住宅の販売経費率は販売価格 4 割程度とされる。 
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状況に置かれている。一般的に、工務店が得られる収益は、実行予算の 10〜15%前後（販



























                                                        
8 このフランチャイズ・チェーンの本来の意味は、「運営の主体が本部にあり、本部と加盟社の『縦の関




として、1980 年創業のメープルホームズ（サンタ通商運営）は、現在 35 社の工務店による会員数で運
営している。 
9 実際、建材の生産機能を有するハウスメーカーの利益率は40～60％と言われ、実際の住宅の価格は、売
値の 3～4 割ほどである。 
10 ｢私も工務店経営時代には、業界最大手の M ホームの下請け工事の経験があります。確か、お客様には
坪 80 万円台後半という高額な販売価格が提示されていました。しかし、我々工務店には、とにかく単
価を絞って発注されてくるので、経営的にはとても厳しいです（中略）高額の家なのに、ローコスト住
宅並みの価格で、下請けに工事を発注しているのです」（澤田, 2009, pp. 73-74） 
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所を作るということですね」（株式会社千金堂清水裕一郎氏, 2012 年 9 月 5 日, 千金堂本社） 
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フロー上の様々な管理が楽になる」（株式会社千金堂清水裕一郎氏, 2012 年 9 月 5 日, 千金堂本社） 
13 2008 年に資本金 7110 万円で設立。 
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堂清水裕一郎氏, 2012 年 9 月 5 日, 千金堂本社） 
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なくてちゃんと勉強してくださいという是正をしています」（株式会社千金堂 COO 内堀孝史氏, 2012
年 7 月 31 日, 千金堂本社） 
17 e.g., http://1000kindo-hikone.com/point.html 
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たらす変数として所与に置かれ、その焦点は企業家の生み出した変異がいかに生き残るの
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